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最難関問題集４上第１２回 くわしい解説

応用問題A 1

(1) 公園の前の電柱は１３番，学校の前の電柱は６７番ですから，６７－１３＝５４（個）ぶんはなれて

います。

１個ぶんは１８ｍですから，５４個ぶんは，１８×５４＝９７２（ｍ）です。

(2) 図書館から学校までの道のりは４５０ｍです。

電柱は１８ｍおきに立っているのですから，４５０ｍはなれているということは，４５０÷１８＝２５（個）は

なれているということです。

学校の前の電柱は６７番ですから，図書館の前の電柱はその２５個前なので，６７－２５＝４２

（番）になります。

応用問題A 2

(1) まわりに木を植えるときは，植木算といっても「＋１」や「－１」をしなくてよいので簡単です。

長方形の土地のまわりの長さは１２４ｍで，２ｍおきにサクラの木が植えてあるのですから，サクラの

木は全部で，１２４÷２＝６２（本）になります。

(2) 長方形のまわりの長さは，「（たて＋横）×２」で求めることができます。

この長方形のまわりの長さは１２４ｍですから，（たて＋横）×２＝１２４ です。

よって，この長方形の「たて＋横」は，１２４÷２＝６２（ｍ）です。

また，横の１辺はたての１辺よりも７本多いので，横の長さはたての長さよりも，２×７＝１４（ｍ）多い

ことになります。

つまり，たてと横の長さの和は６２ｍ，差は１４ｍになり，

右のような線分図になります。

たての長さは，（６２－１４）÷２＝２４（ｍ）になります。

たて

横
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応用問題A 3

(1) ５０㎝の絵が１２まいあります。絵だけで，５０×１２＝６００（㎝）になります。

また，絵が１２まいだったら，間かくは１３個です。

１個の間かくは２０㎝ですから，１３個で，２０×１３＝２６０（㎝）です。

絵が６００㎝，間かくが２６０㎝ですから，この掲示板の長さは，６００＋２６０＝８６０（㎝）→８.６ｍに

なります。

(2) ６０㎝の絵が１１まいあります。絵だけで，６０×１１＝６６０（㎝）になります。

また，絵が１１まいだったら，間かくは１２個です。

１２個の間かくのうち，左はしと右はしの２個は３０㎝ずつです。

左はしと右はしの合計は，３０×２＝６０（㎝）です。

絵が６６０㎝，左はしと右はしの合計は６０㎝で，この掲示板の長さは(1)で求めたように８６０㎝です

から，残りの長さは ８６０－（６６０＋６０）＝１４０（㎝）です。

ところで，間かくは１２個ありました。１２個のうちの，左はしと右はしの２個を取りのぞくと，残りは

１２－２＝１０（個）です。

この１０個で１４０㎝ですから，１個あたりの間かくは，１４０÷１０＝１４（㎝）になります。
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応用問題A 4

(1) Ａ地点とＢ地点は，１.５km＝１５００ｍはなれています。

Ａ地点からＢ地点まで１２ｍおきにサクラの木を植えました。

１５００÷１２＝１２５ ですから，１５００ｍの中に１２ｍは１２５個あります。

この１２５個の部分に，全部で６２５本のくいを立てました。

１個の１２ｍの部分には，６２５÷１２５＝５（本）のくいを植えたことになります。

右の図のようになりますから，１２ｍの中に，

くいとくいの間かくは６個あります。

６個で１２ｍですから，１個あたり，

１２÷６＝２（ｍ）間かくになります。

(2) 右の図のように，５本ずつくいが立ってい

ます。

１９１÷５＝３８ あまり １ ですから，１９１番の

くいまでには，１２ｍが３８回ぶんと，あと１本のくい

があります。

よって，いちばん近いサクラの木は，Ａ地点から１２ｍが３８回ぶんはなれているので，

１２×３８＝４５６（ｍ）はなれています。

12ｍ

12ｍ

5本

12ｍ
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12ｍ

5本
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Ａ
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応用問題Ｂ 1

(1) 紙の横の長さは７８㎝で，３㎝ごとに切ったのですから，７８÷３＝２６（本）のテープができます。

たとえば，紙を切って５本のテープにした場合は，

紙を４回切ったことになります。

つまり，切った回数は，本数よりも１だけ小さい数になります。

切ってから，次に切るまでのあいだに休みが入ります。

４回切った場合は，休みは３回です。

つまり，休んだ回数は，切った柿井数よりも１だけ小さい数になります。

２６本に切り分けるには，２６－１＝２５（回）切って，２５－１＝２４（回）休むことがわかりました。

１回切るのに１１秒かかるのですから，２５回切るのに，１１×２５＝２７５（秒）かかります。

また，１回休むのに４秒かかるのですから，２４回休むのに，４×２４＝９６（秒）かかります。

全部で，２７５＋９６＝３７１（秒）かかることになります。

１分は６０秒なので，３７１÷６０＝６ あまり １１ により，答えは６分１１秒です。

(2) １本のテープの長さは５５㎝です。

テープは全部で２６本あります。

テープ全体の長さは，５５×２６＝１４３０（㎝）です。

のりしろは，（輪を作るので）テープと同じ数になり，２６個あります。

１個ののりしろは２㎝なので，のりしろ全体の長さは，２×２６＝５２（㎝）です。

よってこの円のまわりの長さは，テープ全体の長さである１４３０㎝よりも，のりしろ全体の長さである

５２㎝だけ短くなって，１４３０－５２＝１３７８（㎝）になります。

休 休 休
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応用問題Ｂ 2

(1) 画用紙をたてに６まいはるときに，画びょうは右の図のように７個必要です。

つまり，「たての数＋１」だけ，画びょうが必要なのです。

横には画用紙を８まいはるので，たてのときと同じように考えて，横には画びょ

うが ８＋１＝９（個）必要です。

たてには７個，横には９個ですから，全部で，７×９＝６３（個）の画びょうが

必要になります。

(2) 画用紙２０まいをはるためには，次の３種類のはり方があります。

・たて１まい，横２０まい （たて２０まい，横１まいの場合も画びょうの数は同じです）

・たて２まい，横１０まい （たて１０まい，横２まいの場合も画びょうの数は同じです）

・たて４まい，横５まい （たて５まい，横４まいの場合も画びょうの数は同じです）

ところで(1)では，画用紙をたてに６まい，横に８まいはるときには，７×９＝６３（個）の画びょうが必

要でした。もっとくわしく式を書くと，（６＋１）×（８＋１）＝６３ です。

つまり，たて△まい，横□まいの場合だったら，（△＋１）×（□＋１）の画びょうが必要，ということ

になります。

同じように考えて，

・たて１まい，横２０まいの場合 … （１＋１）×（２０＋１）＝４２（個）

・たて２まい，横１０まいの場合 … （２＋１）×（１０＋１）＝３３（個）

・たて４まい，横５まいの場合 … （４＋１）×（５＋１）＝３０（個）

４２個，３３個，３０個の中で，画びょうの数が最も少なくなるのは，３０個です。
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(3) (2)で，画用紙をたて△まい，横□まいはる場合は，（△＋１）×（□＋１）個の画びょうが必要な

ことがわかりました。

(3)では，画びょう１００個を使うのですから，（△＋１）×（□＋１）＝１００ です。

１００になるようなかけ算は，１×１００，２×５０，４×２５，５×２０，１０×１０ があります。

１×１００ の場合 … △＋１＝１，□＋１＝１００ ですから，△＝０ となり，ダメです。

２×５０ の場合 … △＋１＝２，□＋１＝５０ ですから，△＝１，□＝４９ です。

つまり，たてに１まい，横に４９まいはるので，全部で １×４９＝４９（まい）。

４×２５ の場合 … △＋１＝４，□＋１＝２５ ですから，△＝３，□＝２４ です。

つまり，たてに３まい，横に２４まいはるので，全部で，３×２４＝７２（まい）。

５×２０ の場合 … △＋１＝５，□＋１＝２０ ですから，△＝４，□＝１９ です。

つまり，たてに４まい，横に１９まいはるので，全部で，４×１９＝７６（まい）。

１０×１０ の場合 … △＋１＝１０，□＋１＝１０ ですから，△＝９，□＝９ です。

つまり，たてに９まい，横に９まいはるので，全部で，９×９＝８１（まい）。

４９まい，７２まい，７６まい，８１まいのうち，最も多いのは８１まいです。


